
公的補償を受けた方の生体試料を活用した 
新しい石綿繊維計測手法の開発について 

 
【研究の背景】 

環境中の石綿ばく露が原因で肺がんや中皮腫など病気になる方は後を絶ちま

せん。国はこのようなケースに対して、環境中の石綿ばく露の状況や健康障害の

状態などを検討して、労働者災害補償保険法（以下、労災補償とします。）や石

綿健康被害救済法（以下、救済法とします。）によって、被災者を救済する取り

組みが行われてきました。当研究所でも最新型の電子顕微鏡などを用いて石綿

による健康障害の診断などに役立つ研究に従事してまいりました。 
 

【研究のねらい】 
今回、私どもが実施する「透過電子顕微鏡による石綿繊維計測法の開発」（実

施期間：平成 26 年 11 月～平成 29 年 3 月）では、従来、患者さんの生体から得

られた試料をもとに石綿小体計測、さらには石綿繊維計測の順に石綿小体数、石

綿繊維数を分析し、石綿による健康障害の確定診断を行ってきた流れにかわっ

て、迅速な石綿繊維計測法を新たに導入することによって、石綿繊維数とその種

類より得られた患者さんの肺内に残された石綿の詳細な情報が健康障害の診断

の判断材料として活用できることを目的としています。この新たな石綿繊維計

測法の精度が検証されれば、今まで時間のかかっていた健康障害の診断、ひいて

は認定作業の迅速化にも活用することが期待できます。 
このような研究を実施するにあたり、行政等から岡山労災病院に対して石綿

小体計測あるいは石綿繊維計測を依頼実施し検液が残されているもの（既存の

安衛研計測試料を含む）、既報告の研究（行政委託事業を含む）で使用されてい

るものの中から岡山労災病院側から使用許可を得た電子顕微鏡用計測試料

（TEM 用メッシュ試料）を原則として使用いたします。（岡山労災病院におい

て診療や診断を目的として得られた検体は使用いたしません。） 
 

【倫理上配慮と研究成果の活用】 
本研究は安衛研の研究倫理審査委員会によって審査され、承認されておりま

す（承認番号 H2739）。研究に用いた患者さんの検液や個人情報等は安衛研にお

いて厳重に管理し、本研究のデータや成果は研究目的以外には使用することは

ありません。その上で、得られた研究成果は厚生労働省に報告するとともに、イ

ンターネット、学術誌、学会等で公表いたします。 
 

【ご自身又はご家族の事案が本研究に使われている可能性がある場合】 



石綿による健康障害に被災された方、そのご家族又はご遺族の方々で、本研究

に対象として使われた可能性があって、そのような活用をご承認されない場合

には、以下まで遠慮なくご連絡下さい。データから削除いたします。また、この

ようなご請求をされても、何ら不利な取扱を受けることはございません。 
 
連絡先：〒214-8585 川崎市多摩区長尾 6-21-1 
    独立行政法人労働者健康安全機構 
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